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【趣 旨】 
 
 本フォーラムの背景                                   
○当財団では、平成13年 3月 30日に閣議決定された第２期「科学技術基本計画」における「21

世紀初頭に我が国が目指すべき国の姿と科学技術政策の理念」の中で掲げられた、「安心・安全で

質の高い生活のできる国－知による豊かな社会の創生－」を実現するための重要な技術として、

視覚、聴覚、触覚、味覚、嗅覚などの人間の五感の技術化と技術のシステム化に注目し、平成１

６年から「五感産業フォーラム」を立ち上げ、五感技術・システムの研究開発、人間・社会にと

って望ましい五感技術とシステムのあり方・ニーズの探索、五感産業を振興・育成していくこと

を目的として、講演会・研究会活動を行ってまいりました。 

○それらの活動の成果としては、五感産業・五感技術への認識の醸成、五感産業・五感技術・人間・

感覚に関する知識・知見・考え方の獲得、研究コミュニティ・人的ネットワークの形成、異分野

融合の促進(異分野の研究動向・成果情報の獲得、研究者間での相互刺激・触発)をすることができ

たと考えます。 

○また、平成１８年4月に経済産業省が策定した「人間生活技術戦略－五感で納得できる暮らしを

目指して」において、五感に関する技術や人の生活空間・環境を良く知り、活用する技術の効果

的な活用を図ることが謳われるなど、五感技術・五感産業に対する関心の高まりが感じられます。 

○当財団ではこのような背景のもと、平成１６年から3か年の活動を行ってきた「五感産業フォー

ラム」を発展的に継続し、コミュニティの活性化と活用による五感産業の振興と育成を目指す「五

感産業フォーラム(第２期)」の活動を行っていくことといたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

五感産業フォーラムの成果および 
五感産業フォーラム(第２期)の方向性 

○五感産業・五感技術への認識の醸成
○五感産業・五感技術・人間・感覚に 
関する知識・知見・考え方の獲得 

○研究コミュニティ・人的ネットワークの形成と拡大 
○異分野融合の促進(異分野の研究 
動向・成果情報の獲得、研究者間 
での相互刺激・触発) 

  

第１期の成果 

○「五感産業」の認知度の高まり
○形成されたコミュニティの活性化および活用 
○国(経済産業省)の技術戦略マップ２００６との連携 
○認識の醸成の段階から、具体的なプロジェクト創出の段階へ 

背景 

第２期の方向性 

○研究会を中心としたコミュニティの活性化
および活用 
○各種公的競争的資金の情報提供による 
研究開発プロジェクト提案の支援 
○研究会を通じた異業種交流によるビジネス 
シーズ創出の支援 
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 本フォーラムにおける五感産業振興・育成の考え方                     

○本フォーラムでは、五感技術の地平を見据えるとともに、人間・社会の将来像をも見据えつつ、

五感技術の社会システム化に取り組んでいきたいと考えております。 

○本フォーラムでいう「五感産業」は、次のようなとらえ方をしたいと考えております。 

・「五感技術」と「新たな技術開発パラダイム」をコアとし、生活を支える既存産業を、さらに高

次な産業へと振興・育成 

・五感産業の方向性は、「五感技術を活用し高次なアメニティを追求する産業」 

・このような産業を目指すことによって、安全・安心・健康をより豊かに実現する社会を形成 

・五感産業フォーラムでは、人文科学や社会科学の視点を重視し、社会ニーズの探索を行うとと

もに、五感技術シーズとのマッチングを企図 

○本フォーラムは、以上に述べたような命題をもって活動を展開します。 

 

　　

　

＜生活を支える産業群＞

都市・住宅・空間　医療・健康・福祉　美容　ライフライン
セキュリティ　家電　精密機械　映像　　
交通　流通　食品　ホテル・旅行　等

＜五感産業＞

五感技術を活用し
高次なアメニティを追求する産業群

安全・安心・健康をより豊かに実現する社会へ

（OSTEC作成）

五感技術

センシング
情報
通信

ロボット
ナノテクノロジー
バイオテクノロジー

新たな
　技術開発パラダイム

　　緩やかな価値観の転換

より安心へ
より安全へ
より健康へ
より環境へ

五感産業化

人間

生活･くらし

インターフェイス
ユニバーサルデザイン
トレーサビリティ
社会科学 等

 

 

 

五感産業のコンセプト －五感技術と産業・社会システムの新たな融合－ 
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【参考】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活情報

人にとって最も
重要なコンテンツ

医療情報

生涯情報

平均値ではない
個人の情報

計測データ
の取得

社会の情報化から
個の情報化へ

安全性
セキュリ
ティー
プライバシー

ポータブル

信頼性
高精度
短時間
規格化

高齢化社会
楽しみ
歴史、文化

計測の重要さ
は変わらない

ユビキタス
メディシン

医師と家庭間
距離の消滅

安心
多面的
長期間
ファジー

五感情報
の研究

やすらぎ
ときめき

視覚・色彩
聴覚
味覚・嗅覚
体性感覚
運動
言語

情報のパーソナル化

五感情報が支える未来イメージ例（(独)産業技術総合研究所作成） 
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【五感産業フォーラム(第 1期)の概要】 

 

 五感産業フォーラム(第 1期)では１０回のフォーラムを開催し、「音の五感産業研究会」（平成16

～17 年度）、「色の五感産業研究会」（平成 17～18 年度）、「センサの五感産業研究会」（平成 17

～18年度）、「生活五感研究会」（平成18～19年度(予定)）の 4研究会を設置して活動を行った。 

 「音の五感産業研究会」「色の五感産業研究会」「センサの五感産業研究会」は以下の体制で各 6

回研究会を開催した。研究会活動により知識・知見の獲得、人的ネットワークの形成等を達成でき

たことから、研究会組織を存続したまま第2期の活動は休会とすることとし、フォーラムメンバー

等からの要望により再開の検討を行うこととしている。 

また、「五感」と「五感産業」（いずれも標準文字）の商標登録を申請し、受理された。 

 

  「音」の五感産業研究会 

   ①体制 

   ・主  査：伊福部 達 東京大学 先端科学技術研究センター 教授 

・学識委員：Nick Campbell (株)国際電気通信基礎技術研究所メディア情報科学研究所 

認知メディア情報学研究室 主幹研究員 

力丸 裕 同志社大学工学部インテリジェント情報工学科 教授 

②内容 

     本研究会では、主査が永年にわたり取り組んできた音の五感研究にもとづいて製品化した

事例と、それらの基本的な理論的背景を解説し、さらに主査のアイデアによるケーススタ

ディを通じて、具体的にこの分野でどのような新しい産業が生まれるかを模索、議論した。

その結果、音による環境認識や産業応用事例等についての知識の獲得ができた。 

 

  「色」の五感産業研究会 

   ①体制 

・主  査：石田 泰一郎 京都大学大学院 工学研究科 建築学専攻 准教授 

・学識委員：大谷 芳夫 京都工芸繊維大学大学院 工芸科学研究科 造形工学部門 教授 

佐藤 哲也 京都工芸繊維大学大学院 工芸科学研究科  

デザイン経営工学部門 教授 

佐藤 仁人 京都府立大学 人間環境学部 環境デザイン学科 教授 

篠田 博之 立命館大学 情報理工学部 知能情報学科 教授 

齋藤 美穂 早稲田大学 人間科学学術院 学術院長 

矢口 博久 千葉大学 工学部 情報画像工学科 教授 

②内容 

     本研究会では、色と人間の感覚や感性に関する近年の研究や技術動向の議論を通して、産

学の交流を図った。その中で、メンバーの抱える問題点等について研究会で検討をし、解

決に向けた知見等を得ることができた。 
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  「センサ」の五感産業研究会 

   ①体制 

   ・主  査：川合 知二 大阪大学 産業科学研究所 所長 

・学識委員：岡畑 惠雄 東京工業大学 フロンティア創造共同研究センター 教授 

木股 雅章 立命館大学 理工学部マイクロ機械システム工学科 教授 

才脇 直樹 奈良女子大学 生活環境学部 准教授 

田中 秀和 大阪大学 産業科学研究所 准教授 

都甲 潔  九州大学大学院 システム情報科学研究院 教授 

新原 晧一 長岡技術科学大学 極限エネルギー密度工学研究センター 

センター長 

原 邦彦  (株)コンポン研究所 常務取締役 

平賀 隆  (独)産業技術総合研究所 光技術研究部門 総括研究員 

   ②内容 

     本研究会では、主査が永年にわたり取り組んできたナノテクノロジーに関する研究にもと

づいて、これらを応用した五感に関する新しいセンサを模索するための基本的な技術につ

いて解説し、さらに主査を含む学識委員のアイデアによるケーススタディを通じて、具体

的にこの分野でどのような新しい産業が生まれるかを模索、議論した。その結果、最新の

五感センサの情報を得るとともに産業応用の動向についての知識等を獲得できた。 

 

 

 平成 15年度 平成 16年度 平成 17年度 平成 18年度 

フォーラム 

 

    

研究会 音 

 

    

 色 

 

    

 センサ 

 

    

 生活五感 

 

    

商標登録 

 

    

 

 

キックオフ 
セミナー２回 フォーラム８回 

音の五感産業研究会６回(18 年度は休会) 

色の五感産業研究会６回 

センサの五感産業研究会６回 

生活五感究会５ 回 

商標
登録 「五感」・「五感産業」 
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【五感産業フォーラム(第 2期)活動方針】 

 

本フォーラムは次の方針で活動を展開します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究会活動 
・生活五感研究会 
  五感コミュニティWG 
  住空間WG 

     フォーラム会員への 
情報提供 

支

援 

五感産業の振興・育成 

・各種公的競争的資
金を活用した研究
開発プロジェクトの
提案 
・異業種交流による 
ビジネスシーズ創出 

連
携 

【施策】 
経済産業省 等 

情
報
提
供 

大学、研究機関、 
企業 等 

参
画
協
力 

五感産業フォーラム(第２期)の活動スキーム 

○研究会を中心としたコミュニティの活性化および活用 

○各種公的競争的資金の情報提供による研究開発プロジェクト提案の支援 

○研究会を通じた異業種交流によるビジネスシーズ創出の支援 

・五感産業・五感技術へ 
の認識の醸成 

・五感産業・五感技術、人間、 
感覚に関する知識・知見・ 
考え方の獲得 

・研究コミュニティ、 
人的ネットワークの 
形成と拡大 

・異分野融合の促進 

第１期の成果  コミュニティの活性化および活用 


